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は
じ
め
に

本
願
寺
坊
官
下
間
少
進
仲
之
〈
天
文
二
十
年
（
一
五
六
一
）
―
元

和
二
年
（
一
六
一
六（

１
））〉

は
、
能
の
専
従
者
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
数
多
く
の
能
を
上
演
、
名
手
と
し
て
評
価
さ
れ
、
秀
吉
・
秀
次
・

家
康
ら
に
も
重
ん
じ
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
、
膨
大
な
上
演
記
録
や
伝

書
・
型
付
類
を
残
し
、
織
豊
期
か
ら
江
戸
時
代
初
期
の
能
の
歴
史
に

大
き
な
足
跡
を
残
し
た（

２
）。

少
進
の
出
自
・
家
族
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
に
お
い
て
、
父
は

下
間
述
頼
、
母
は
定
専
坊
了
宗
の
女
と
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
本

願
寺
の
謡
初
や
能
に
お
い
て
複
数
の
上
演
記
録
が
あ
る
下
間
丹
後
光

頼
が
少
進
の
岳
父
と
比
定
さ
れ
、
事
典
類
も
こ
の
説
を
採
用
、
通
説

と
し
て
定
着
し
て
い
る
。

少
進
は
金
春
大
夫
岌
蓮
の
奥
書
を
も
つ
伝
書
『
岌
蓮
江
問
日
記
』

の
筆
者
で
あ
り
、
ま
た
『
近
代
四
座
役
者
目
録
』
下
間
少
進
法
印
条

（
以
下
少
進
条
）
に
「
金
春
牛
蓮
弟
子（

３
）」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

金
春
流
の
役
者
と
み
な
さ
れ
て
い
る（

４
）。

ま
た
「
下
間
丹
後
」
に
つ
い
て
は
、『
近
代
四
座
役
者
目
録
』
に

「
下
間
丹
後
は
観
世
道
見
か
ら
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た｣

｢

少
進
は
下

間
丹
後
か
ら
《
道
成
寺
》
を
伝
え
ら
れ
た
」
と
い
う
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
記
述
は
近
代
以
降
の
能
楽
研
究
に
お
い
て
注
目
さ
れ

て
き
た
。
と
い
う
の
も
金
春
流
と
つ
な
が
り
が
深
い
は
ず
の
少
進

が
、
観
世
流
の
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
こ
と
が
能
楽
史
に
お
い
て
特

別
な
事
象
と
と
ら
え
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

金
春
流
で
あ
る
は
ず
の
少
進
が
観
世
流
の
《
道
成
寺
》
を
習
う
こ

と
が
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
通
説
の
「
下
間
丹
後
光
頼

は
少
進
の
岳
父
」
を
用
い
、
舅
か
ら
婿
へ
の
相
伝
と
す
れ
ば
説
明
が

容
易
に
な
る（

５
）。

そ
の
よ
う
に
合
理
的
な
通
説
で
は
あ
る
の
だ
が
、
こ

の
通
説
が
依
拠
す
る
『
下
間
系
図
』
の
性
格
と
記
述
内
容
に
つ
い
て

は
、
十
分
に
精
査
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
こ
の
通
説
が
生
ま
れ
る
ま
で
の
少
進
の

下
間
少
進
仲
之
の
家
系
再
考

下
間
丹
後
光
頼
と
の
姻
戚
関
係
を
め
ぐ
っ
て

岡
田
　
登
貴
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家
系
に
関
す
る
先
行
研
究
を
整
理
し
、
続
い
て
『
下
間
系
図
』
の
性

格
と
記
述
内
容
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
あ
わ
せ
て
『
近
代
四
座
役
者

目
録
』
や
、
本
願
寺
の
資
料
で
あ
る
『
天
文
日
記
』
な
ど
を
も
ち
い

て
、
下
間
光
頼
と
少
進
の
関
係
に
つ
い
て
の
再
検
討
を
行
う
。

先
行
研
究
と
問
題
の
所
在

近
代
以
降
、
少
進
の
事
蹟
に
触
れ
た
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
野
々

村
戒
三
氏
が
蘆
舟
名
で
発
表
し
た
論
文
「
下
間
少
進
事
績
略
考
」

「
下
間
少
進
事
績
略
考　

補
遺
」（『
謡
曲
界
』
二
九
巻
九
号
、
同
十
二
号

所
載　

一
九
二
八
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
「
下
間
少
進
事
績
略

考
」
で
、
野
々
村
氏
は
当
時
の
下
間
少
進
家
当
主
下
間
仲
都
氏
か
ら

の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、
少
進
の
家
系
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
ま

と
め
て
い
る
。
少
々
長
く
な
る
が
、
該
当
部
分
を
す
べ
て
引
用
す
る

（
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た

（
６
））。

　

下
間
家
は
、
も
と
源
三
位
頼
政
か
ら
出
た
家
で
、
頼
政
の
子

仲
綱
か
ら
四
代
目
宗
重
、
即
ち
蓮
位
房
法
阿
と
い
ふ
の
が
、
其

の
祖
先
と
い
ふ
わ
け
で
、
此
の
人
は
、
弘
安
元
年
七
月
廿
三
日

に
没
し
て
居
る
が
、
爾
来
今
日
に
至
る
ま
で
六
百
余
年
、
二
十

余
代
を
経
過
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
蓮
位
房
以
後
の
略
譜
を
記

す
と
左
の
通
で
あ
る
。

来
善

仙
芸

美
濃
坊
惟
善
、
正
和
二

年
十
二
月
廿
日
卒
。

長
芸
識
善
坊

慶
乗
丹
後
。

慶
阿

丹
後
守
、

蓮
慶
。

玄
英

童
名
松
千
代
、
丹
後
守
、

後
入
道
丹
後
法
橋
。

光
宗

玄
英
八
男
、
駿
河
守
、
童
名
源
五
、
改
源
五
郎
、
五
郎
左
衛
門
尉
、
法
名

善
宗
超
然
坊
、
母
下
河
原
五
郎
兵
衛
女
、
天
文
廿
二
年
正
月
廿
四
日
卒
。

頼
清

光
宗
四
男
、
筑
後
守
、
出
家
、
法
名
浄
心
房
正

善
、
弘
治
三
年
九
月
廿
七
日
卒
、
寿
六
十
三
。

述
頼

頼
清
一
男
、
筑
後
守
、
筑
後
法
橋
、
法
眼
、
童
名
源
次
、
浄
観
坊
理
乗
、
天
和
三
年

八
月
十
五
日
、
越
前
籠
城
の
時
、
白
木
戸
に
於
て
討
死
、
年
四
十
三
。

仲
孝タ

カ

述
頼
一
男
、
仲
康
又
改
仲
之
、
童
名
千
代
寿
、
少
進
、
法
橋
よ
り
法
印
に
至
る
。
母

定
専
坊
了
宗
の
女
。
元
和
二
年
五
月
十
五
日
卒
。
年
六
十
六
。
法
名
等
覚
坊
性
乗
。

仲
此コ

レ

仲
孝
五
男
、
初
仲
安
、
仲
英
、
仲
昌
。
仲
久
、
少
進
。
法
印
、
童
名
源
五
、
右
近
将
監
、
法
名

乗
及
聞
信
房
、
寛
文
十
一
年
七
月
十
五
日
。
卒
母
前
田
又
左
衛
門
利
家
令
弟
右
近
将
監
秀
継
女
。

仲
令

仲
此
二
男
、
童
名
源
五
、
求
奐
。
兵
部
卿
、
少
進
改
素
周
、
法
眼
。
法
名
乗
賢
栖
心
房
。
貞
享
元

年
十
一
月
浪
人
、
承
徳
元
年
十
一
月
十
一
日
卒
。
年
七
十
三
、
母
木
下
宮
内
少
輔
利
房
女
号
円
徳
院
。

仲
英

仲
旧

仲
晏ヤ

ス

仲
一カ

ズ

仲
潔キ

ヨ

仲
充
真
人

九
鬼
三
郎

仲
都
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こ
の
よ
う
に
野
々
村
氏
は
少
進
の
父
方
の
祖
先
と
子
孫
に
つ
い
て

列
記
し
て
い
る
。
こ
の
列
記
の
な
か
で
ま
ず
述
頼
が
少
進
の
父
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
、
少
進
（
こ
こ
で
は
仲
孝
）
の
割
注
に
「
母　

定
専

坊
了
宗
の
女
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
少
進
の
母
の
素
性
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
少
進
の
子
（
五
男
）
仲
此
に
付
さ
れ
た
割
注
に
「
母
前
田
又
左

衛
門
利
家
令
弟
右
近
将
監
秀
継
女
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
少
進
の
妻
に

つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
仲
潔
以
前
の
内
容
は
、
代
々
下

間
少
進
家
に
伝
来
し
現
在
大
阪
城
天
守
閣
が
所
蔵
す
る
『
下
間
仲
潔

筆
下
間
少
進
家
譜（

７
）』（

後
述
）
と
類
似
し
て
お
り
、
こ
の｢

下
間
少
進

事
績
略
考｣

は
『
下
間
仲
潔
筆
下
間
少
進
家
譜
』
系
統
の
情
報
を
参

照
し
て
書
か
れ
た
と
い
え
よ
う
。

次
い
で
能
勢
朝
次
氏
も
『
能
楽
源
流
考
』（
一
九
三
八
）
で
少
進
に

ふ
れ
る
が
、
少
進
の
家
系
に
つ
い
て
は
、『
近
代
四
座
役
者
目
録
』

少
進
条
を
引
用
し
「
こ
の
丹
後
は
、
後
に
い
ふ
下
間
少
進
の
一
族
」

「
少
進
は
本
願
寺
の
家
老
格
の
坊
官
下
間
家
に
生
ま
れ
」
と
簡
単
に

記
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

下
間
丹
後
光
頼
が
少
進
の
岳
父
と
い
う
説
が
大
き
く
打
ち
出
さ
れ

る
の
は
、
片
桐
登
氏
の
『
下
間
少
進
集
』（
三
）（
一
九
七
六
）
の
解
説

に
お
い
て
で
あ
る
。
片
桐
氏
は
『
近
代
四
座
役
者
目
録
』
の
記
述
や

『
天
文
日
記
』
な
ど
を
用
い
、
少
進
に
つ
い
て
詳
細
な
人
物
誌
を
著

し
て
い
る
。
片
桐
氏
は
こ
の
解
説
で
、
少
進
の
父
は
下
間
述
頼
、
母

は
定
専
坊
了
宗
の
女
と
従
来
の
説
を
支
持
し
、
さ
ら
に
「
少
進
の
妻

は
下
間
丹
後
光
頼
の
女
で
あ
る（

８
）。」

と
述
べ
る
。
そ
し
て
『
近
代
四

座
役
者
目
録
』
で
観
世
道
見
の
《
道
成
寺
》
を
少
進
に
伝
え
た
「
丹

後
」
は
下
間
丹
後
光
頼
と
い
う
説
を
展
開
し
て
い
る
。

『
下
間
少
進
集
』
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
『
能
・
狂
言
辞
典
』（
一
九

八
七
）、『
能
楽
大
事
典
』（
二
〇
一
二
）
な
ど
の
事
典
類
も
、
片
桐
氏

の
説
を
踏
襲
す
る
の
は
冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

さ
ら
に
籠
谷
眞
智
子
氏
も
、
本
願
寺
芸
能
史
の
研
究
を
ま
と
め
た

『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』（
二
〇
〇
五
）
で
、
一
章
を
さ
い
て
少

進
の
出
自
と
事
蹟
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
で

光
頼
が
少
進
の
岳
父
で
あ
る
こ
と
を
『
真
宗
史
料
集
成
』（
七
伝
記
・

系
図
）（
一
九
七
五
）
に
翻
刻
さ
れ
た
『
下
間
系
図
』（
底
本
は
龍
谷
大
学

図
書
館
蔵
）
を
根
拠
に
述
べ
て
い
る（

９
）。

片
桐
氏
が
『
下
間
少
進
集
』
の
解
説
で
少
進
の
妻
に
つ
い
て
述
べ

る
に
あ
た
り
、
な
に
を
参
照
し
た
か
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
出
版

年
代
か
ら
い
っ
て
、
籠
谷
氏
と
同
様
に
『
真
宗
史
料
集
成
』
に
翻
刻

さ
れ
た
『
下
間
系
図
』
を
参
照
し
て
い
る
と
推
測
す
る（

（1
（

。

し
か
し
な
が
ら
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
下
間
系
図
』
を
詳
細
に
検

討
す
る
と
、「
下
間
丹
後
光
頼
が
下
間
少
進
の
岳
父
」
と
断
定
す
る

に
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
本
稿
は
こ
の
通
説
の

再
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
が
、
先
に
『
近
代
四
座
役

者
目
録
』
の
記
述
と
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
整
理
し
て

お
き
た
い
。
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『
近
代
四
座
役
者
目
録
』
に
お
け
る
少
進
と
「
下
間
丹
後
」

は
じ
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
観
世
流
小
鼓
方
観
世
勝
右
衛
門
元
信

〈
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
―
寛
文
六
年
（
一
六
六
一
）〉
筆
の
『
近
代

四
座
役
者
目
録
』
少
進
条
に
は
、「
下
間
丹
後
」
が
観
世
道
見
（
六

世
観
世
大
夫
三
郎
元
広
〈
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
―
大
永
三
年
（
一
五
二

三
）〉（

（1
（

）
に
《
道
成
寺
》
を
習
い
、
ま
た
下
間
少
進
が
「
下
間
丹
後
」

に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
以
下
同
条
の
本
文

と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
頭
書
か
ら
当
該
部
分
を
引
用
す
る
（
傍
線
筆
者　

適
宜
句
読
点
を
付
し
た（

（1
（

）。

（
本
文
よ
り
抜
粋
）

　

又
、

Ａ
少
進
同
名
ニ
丹
後
ト
云
者
有
タ
ル
ニ
習
タ
ル
ト
テ
、

知
ラ
ヌ
事
ハ
丹
後
ニ
ヌ
リ
被
仕
ル
。
此
丹
後
ト
云
者
、
藝
ヨ
ク

ナ
キ
故
、
一
圓
咄
モ
ナ
シ
。

（
頭
書
よ
り
抜
粋
）

　

Ｂ
此
丹
後
ト
云
者
ハ
、
少
進
ト
同
名
也
。
観
世
道
見
ニ
、
能

ヲ
些
習
タ
ル
ト
也
。

Ｃ
道
見
ニ
、
下
間
丹
後
、
道
成
寺
習
候
ヲ
、

少
進
習
タ
ル
ト
テ
、
サ
テ
、
道
叱
ツ
ゞ
ミ
ニ
テ
、
道
成
寺
イ
タ

サ
レ
候
。

傍
線
部
分
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
「
丹
後
」
は
少
進
の
同
名
（
一
族
）
で
あ
る
。（
傍
線
Ａ　

Ｂ
）

②
少
進
は
（
能
を
）「
丹
後
」
に
習
っ
た
。（
傍
線
Ａ
）

③
「
下
間
丹
後
」
は
道
見
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
。（
傍
線
Ｃ
）

④
少
進
は
「
下
間
丹
後
」
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
。（
傍
線
Ｃ
）

下
間
丹
後
と
少
進
の
関
係
に
関
す
る
こ
れ
以
上
の
情
報
は
『
近
代

四
座
役
者
目
録
』
か
ら
は
得
ら
れ
な
い
。

下
間
氏
は
親
鸞
の
時
代
か
ら
代
々
本
願
寺
門
主
に
近
侍
し
た
一
族

で
あ
る
。
嫡
流
は
鎰か

ぎ

役
や
奏
者
を
務
め
、
傍
流
も
門
主
の
子
弟
に
随

従
し
て
地
方
に
下
る
な
ど
、
本
願
寺
家
臣
団
の
中
で
有
力
な
地
位
を

保
っ
て
き
た
。
下
間
氏
に
と
っ
て
「
丹
後
」
と
い
う
名
乗
り
（
通
名
）

は
大
き
な
意
味
が
あ
り
、
親
鸞
に
近
侍
し
、
本
願
寺
家
臣
と
し
て
の

下
間
氏
初
代
と
な
る
蓮
位
房
法
阿
（
下
間
宗
重
）
の
子
息
来
善
が
丹

後
を
名
乗
っ
た
の
を
初
め
と
し
、
以
降
は
来
善
の
曾
孫
慶
乗
、
慶
乗

の
子
慶
阿
、
慶
阿
の
子
玄
英
が
丹
後
を
名
乗
る
。
玄
英
の
次
に
丹
後

を
名
乗
る
の
は
、
玄
英
の
孫
で
あ
る
頼
玄
で
あ
り
、
次
い
で
頼
玄
の

甥
光
頼
、
そ
し
て
光
頼
の
子
頼
総
が
丹
後
を
名
乗
っ
た
。
こ
れ
ら
丹

後
を
名
乗
っ
た
者
た
ち
は
下
間
家
嫡
流
で
あ
り
、
代
々
門
主
の
奏
者

な
ど
重
要
な
役
割
を
つ
と
め
て
い
る
。
し
か
し
頼
総
は
元
亀
二
年

（
一
五
七
一
）
本
願
寺
を
退
出
、
同
年
自
害
す
る（

（1
（

。

こ
れ
ら
歴
代
の
下
間
丹
後
の
う
ち
、
観
世
道
見
の
生
存
年
代
か
ら
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｢
道
見
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
者｣

に
該
当
し
う
る
の
は
、
光
頼

の
伯
父
で
あ
る
下
間
丹
後
頼
玄
〈
？
―
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）〉・

下
間
丹
後
光
頼
〈
？
―
天
文
十
八
年
（
一
五
四
九
）〉
で
あ
り
、
ま
た

｢

少
進
に
《
道
成
寺
》
を
教
え
た
者｣

に
該
当
し
う
る
の
は
、
少
進

の
生
存
年
代
か
ら
光
頼
の
長
男
で
あ
る
下
間
丹
後
頼
総
〈
天
文
八
年

（
一
五
三
九
）
？
―
元
亀
二
年
（
一
五
七
一

（
（1
（

）〉
で
あ
る
。

先
述
の
と
お
り
片
桐
登
氏
は
『
下
間
少
進
集
』（
三
）
解
説
に
お

い
て
、
下
間
丹
後
光
頼
は
「
観
世
大
夫
道
見
の
教
え
を
受
け
」「
少

進
に
能
を
指
南
し
、『
道
成
寺
』
を
も
教
え
た
ら
し
い
」
と
述
べ
る（

（1
（

。

し
か
し
こ
の
片
桐
説
の
う
ち
、
光
頼
が
道
見
の
教
え
を
受
け
た
こ
と

に
つ
い
て
は
天
野
文
雄
氏
が
疑
義
を
呈
し
、
ま
た
光
頼
が
少
進
に

《
道
成
寺
》
を
教
え
た
こ
と
は
、
天
野
氏
、
籠
谷
眞
智
子
氏
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
て
い
る
。

観
世
道
見
と
「
下
間
丹
後
」

天
野
文
雄
氏
は
論
文
「
石
山
本
願
寺
の
能
と
狂
言
」（
一
九
九
〇

（
（1
（

）

に
お
い
て
、
道
見
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
の
は
、
光
頼
の
伯
父
で

あ
る
丹
後
頼
玄
と
す
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
二
点
で
、
①
観
世
宗
家

に
現
存
す
る
観
世
大
夫
宛
て
の
書
状
（
天
文
初
年
）
の
差
出
人
が
頼

玄
で
あ
る
こ
と（

（1
（

、
②
光
頼
は
生
年
不
明
な
が
ら
い
ま
だ
若
年
で
あ
っ

た
可
能
性
が
強
く
、
道
成
寺
を
習
う
年
齢
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を

あ
げ
て
い
る
。

一
方
、
籠
谷
眞
智
子
氏
は
『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』
で
観
世

道
見
に
道
成
寺
を
習
っ
た
「
下
間
丹
後
」
は
下
間
丹
後
光
頼
と
結
論

づ
け
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
は
片
桐
氏
の
説
と
同
じ
で
あ
る
が
、
籠
谷
氏
は

立
論
に
あ
た
っ
て
の
根
拠
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
①
丹
後
光
頼

が
本
願
寺
の
芸
能
に
関
わ
っ
た
記
録
は
多
く
み
ら
れ
、
中
で
も
天
文

五
年
一
月
十
五
日
に
青
蓮
院
の
坊
官
鳥
居
小
路
経
厚
が
本
願
寺
を
訪

れ
た
際
《
道
成
寺
》
を
含
む
十
二
番
の
能
を
舞
っ
て
い
る
こ
と
、
②

天
文
九
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
青
蓮
院
門
跡
尊
鎮
親
王
が
本
願

寺
を
訪
れ
た
の
ち
、
後
奈
良
天
皇
が
青
蓮
院
に
光
頼
の
能
を
見
た
い

と
い
う
内
容
の
消
息
を
送
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
籠
谷
氏
は
光
頼
の

能
上
達
の
背
後
に｢

専
職
の
師
匠｣

が
い
た
と
し
、
そ
れ
が
『
近
代

四
座
役
者
目
録
』
に
書
か
れ
た
観
世
道
見
で
あ
る
と
比
定
す
る
。

上
記
二
説
を
、
表
章
氏
の
『
観
世
流
史
参
究
』（
二
〇
〇
八
）
の
観

世
道
見
の
生
没
年
「
文
明
四
年
（
一
四
七
二
）
―
大
永
三
年
（
一
五
二

三
）」
を
も
と
に
確
認
す
る
。
ま
ず
天
野
氏
が
提
示
す
る
頼
玄
に
は

永
正
三
年
（
一
五
〇
六
）
ご
ろ
の
発
給
文
書
が
あ
り（

（1
（

、
少
な
く
と
も

そ
の
時
に
は
成
人
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
の
で
、
大
永
三
年
（
一
五

二
三
）
没
の
道
見
に
能
を
習
っ
て
も
年
代
的
な
齟
齬
は
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
頼
玄
に
は
演
能
の
記
録
が
な
く
、《
道
成
寺
》
の
よ
う

な
大
曲
を
習
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
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一
方
光
頼
は
籠
谷
氏
の
根
拠
に
あ
る
よ
う
に
本
願
寺
で
何
度
も
能

を
演
じ
て
お
り
《
道
成
寺
》
を
舞
っ
た
記
録
も
あ
る
。
ま
た
、
天
野

氏
、
籠
谷
氏
と
も
に
光
頼
の
生
年
は
不
明
と
す
る
が
、
光
頼
は
本
願

寺
円
如
〈
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
―
永
正
十
八
年
（
一
五
二
一
）〉
の

乳
母
の
長
男（

（2
（

で
あ
り
、
円
如
と
同
年
代
と
見
て
よ
い
。
仮
に
光
頼
が

円
如
と
同
じ
延
徳
三
年
生
ま
れ
と
す
れ
ば
、
道
見
の
没
年
、
大
永
三

年
（
一
五
二
三
）〉
に
は
三
十
二
歳
で
、
年
齢
的
に
も
道
見
に
能
を
習

う
条
件
は
整
っ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
籠
谷
氏
の
結
論
ど
お
り
、
道
見
に
能
を
習
っ
た
の
は
、

本
願
寺
で
頻
繁
に
能
を
演
じ
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
は
《
道

成
寺
》
を
舞
っ
た
記
録
が
残
る
光
頼
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

「
下
間
丹
後
」
と
少
進

で
は
、
少
進
に
《
道
成
寺
》
を
教
え
た
「
下
間
丹
後
」
は
光
頼
と

考
え
て
よ
い
の
か
い
う
と
、
そ
う
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
も
光
頼

は
少
進
の
生
年
以
前
に
没
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
天
野
文
雄
氏
と
籠
谷
眞
智
子
氏
で
あ

り
、
発
表
は
い
ず
れ
も
一
九
九
〇
年
と
同
時
期
で
あ
る
。
天
野
氏
は

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
春
期
懐
徳
堂
講
座
の
講
演
を
も
と
に
、
先

述
の
論
文
「
石
山
本
願
寺
の
能
と
狂
言
」
を
執
筆
す
る
が
、
そ
の
中

で
『
天
文
日
記
』『
私
心
記
』
と
も
に
光
頼
が
天
文
十
八
年
（
一
五
四

九
）
六
月
三
十
日
に
没
し
て
い
る
と
い
う
記
事（

（2
（

が
あ
る
こ
と
に
着
目

す
る
。
つ
ま
り
少
進
の
出
生
年
で
あ
る
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）

に
先
立
っ
て
お
り
、
少
進
に
《
道
成
寺
》
を
伝
え
た
「
丹
後
」
は
光

頼
で
は
あ
り
え
な
い
と
指
摘
、
結
論
と
し
て
少
進
に
《
道
成
寺
》
を

教
え
た
「
丹
後
」
は
光
頼
の
長
男
、
下
間
丹
後
頼
総
と
し
た
。

籠
谷
氏
も
同
時
期
に
そ
の
説
を
提
唱
し
、
本
願
寺
の
能
に
名
前
が

出
る
丹
後
頼
総
が
少
進
に
《
道
成
寺
》
を
伝
え
た
と
結
論
づ
け（

（2
（

『
藝

能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』
に
も
同
内
容
を
記
載
し
て
い
る
。

こ
の
結
論
に
導
か
れ
、
さ
ら
に
検
討
を
す
す
め
る
と
、
少
進
は
頼

総
の
没
年
、
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
ま
で
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ

た
こ
と
に
な
る
。
元
亀
二
年
は
少
進
二
十
一
歳
の
年
で
、『
近
代
四

座
役
者
目
録
』
少
進
条
の
次
の
記
述
と
符
合
す
る
（
傍
線
筆
者

（
（2
（

）。

　

又
、
道
成
寺
モ
、
道
叱
鼓
ニ
テ
被
仕
ル
。
云
合
ノ
時
、
ワ
カ

キ
時
習
、
シ
カ
〳
〵
タ
シ
カ
ニ
ナ
シ
。
毛
頭
他
言
申
間
敷
ト

テ
、
阿
弥
陀
ヲ
入
レ
、
誓
言
故
、
ソ
ト
斗
、
足
ノ
ツ
ケ
ヤ
ウ
、

皷
ニ
サ
ワ
ラ
ヌ
ホ
ト
、
ヲ
シ
ヘ
ラ
ル
。

こ
れ
は
少
進
が
観
世
の
《
道
成
寺
》
を
「
ワ

若カ
キ
時
習
」
っ
た

が
、
よ
く
覚
え
て
い
な
い
の
で
、
他
言
し
な
い
と
誓
約
を
入
れ
、
道

叱
に
教
わ
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
少
進
は
頼
総
没
年

の
元
亀
二
年
、
少
進
二
十
一
歳
の
年
ま
で
に
頼
総
か
ら
観
世
の
《
道
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成
寺
》
を
習
っ
た
が
、
時
を
経
て
観
世
流
で
あ
る
道
叱
の
小
鼓
で

《
道
成
寺
》
を
舞
う
こ
と
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
記
憶
が
確
か
で
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
の
《
道
成
寺
》
上
演
は

『
能
之
留
帳
』
文
禄
元
年
四
月
十
五
日
条（

（2
（

な
ど
に
記
録
が
あ
る
前
田

玄
以
邸
で
の
上
演
と
み
て
間
違
い
な
い
。
文
禄
元
年
時
点
で
少
進
の

年
齢
は
四
十
二
歳
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
観
世
道
見
に
《
道
成
寺
》
を
習
っ
た
の
は

下
間
光
頼
で
あ
り
、
少
進
に
《
道
成
寺
》
を
教
え
た
の
は
下
間
頼
総

で
あ
る
と
い
う
結
論
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
筆
者
は
、
光
頼
が
道

見
に
習
っ
た
《
道
成
寺
》
が
子
息
の
頼
総
に
伝
わ
り
、
若
年
の
少
進

が
そ
れ
を
習
っ
た
と
考
え
る
。
籠
谷
氏
の
結
論
と
同
じ
で
あ
る
が
、

光
頼
の
生
年
を
推
測
し
た
こ
と
で
、
よ
り
強
固
な
根
拠
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
下
間
系
図
』
の
性
格

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
「
下
間
光
頼
が
少
進
の
岳
父
」
と
い
う
通
説

が
依
拠
す
る
『
下
間
系
図
』
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

『
下
間
系
図（

（2
（

』
は
本
願
寺
第
八
代
蓮
如
の
十
男
実
悟
〈
明
応
元
年

（
一
四
九
二
）
―
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三

（
（2
（

）〉
の
識
語
を
も
つ
。
識
語

の
年
記
は
天
文
二
十
年
で
あ
る
。
そ
の
実
悟
の
孫
、
性
応
寺
了
尊

〈
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
―
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八

（
（2
（

）〉
が
書
写
、

加
筆
し
た
本
が
『
下
間
系
図
』
と
よ
ば
れ
て
お
り
、
龍
谷
大
学
図
書

館
の
所
蔵
で
あ
る
。
左
に
そ
の
奥
書
を
あ
げ
る
（
句
読
点
は
任
意
に
付

し
た
）。本

云
右
此
系
図
者
、
蓮
位
房
以
来
之
事
注
置
本
無

之
、
既
可
断
絶
之
処
、
予
若
年
之
比
求
出
古
本
、

雖
令
書
之
、
享
禄
錯
乱
悉
為
紛
失
。
然
而
不
慮

愚
筆
之
本
此
比
感
得
之
間
、
書
顯
訖
。
尤
於
彼

末
葉
者
可
有
秘
蔵
者
哉
。

　
　
　

天
文
廿
年
春
花
朝
下
八
日　

苾
芻
兼
後　
　

在
判

こ
れ
は
冒
頭
に
「
本
云
」
と
細
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
書

写
者
の
了
尊
が
実
悟
の
識
語
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
少
々

意
味
の
取
り
難
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、「
こ
の
系
図
は
（
下
間
氏
の
先

祖
で
あ
る
）
蓮
位
房
以
来
の
こ
と
を
注
し
た
本
が
な
く
、
私
（
実
悟
）

が
若
い
と
き
に
古
い
本
を
求
め
出
し
て
、
こ
れ
を
書
か
せ
た
の
で

あ
っ
た
が
、
享
禄
の
こ
ろ
本
願
寺
の
内
紛
で
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
。

け
れ
ど
も
思
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
自
分
が
若
い
と
き
に
書
い
た
本
を
見

つ
け
出
し
た
の
で
書
き
表
し
た
の
で
あ
る
。
子
孫
は
こ
れ
を
秘
蔵
す

る
べ
き
で
あ
ろ
う
。」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
識
語
の
年
記
は
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天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
で
あ
る
が
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
下

間
系
図
』
に
は
実
悟
の
歿
年
、
天
正
十
一
年
（
一
五
八
三
）
以
降
の

事
項
も
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
同
本
を
底
本
と
し
た
『
真
宗
史
料

集
成
』（
七　

伝
記
・
系
図
）
所
載
の
『
下
間
系
図
』
翻
刻
に
付
さ
れ

た
解
題
に
は
、
こ
の
奥
書
と
執
筆
年
代
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述

べ
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

　

こ
の
奥
書
は
信
頼
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
系
図
の
終
り

近
く
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
に
は
、
実
悟
以
後
の
も
の
が
現

れ
て
お
り
、
そ
の
注
記
に
は
慶
長
、
元
和
な
ど
実
悟
歿
後
の
年

記
を
持
つ
記
事
が
相
当
に
あ
る
の
で
、
実
悟
以
後
に
加
筆
さ
れ

た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

右
の
解
題
で
言
わ
れ
て
い
る
と
お
り
、
下
間
少
進
の
没
年
で
あ
る

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
は
も
と
よ
り
、少
進
の
孫
（
長
男
仲
世
の
子
息
）

に
あ
た
る
仲
純
と
そ
の
姉
妹
ま
で
が
記
載
さ
れ
、
こ
れ
ら
実
悟
没
後

の
事
項
に
つ
い
て
は
、
実
悟
の
孫
了
尊
が
書
き
加
え
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

『
下
間
系
図
』
の
最
初
の
研
究
者
で
あ
る
谷
下
一
夢
氏
の
論
文｢

本
願
寺
坊
官
下
間
氏
に
つ
い
て｣

（『
真
宗
史
の
諸
研
究
』（
一
九
四
一
）

所
載
）
に
も
「
実
悟
書
写
の
後
は
漸
次
書
き
継
い
だ
も
の
で
は
な

く
、
恐
ら
く
了
尊
が
一
時
に
追
記
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。」
と
あ
る
。

『
下
間
系
図
』
の
書
写
者
性
応
寺
了
尊
は
少
進
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人

物
で
あ
り（

（2
（

、
本
願
寺
第
十
二
代
准
如
に
近
侍
し
た
学
僧
で
も
あ
る
。

な
お
、
佐
々
木
紀
一
氏
の
論
文｢

『
尊
卑
分
脈
』
近
似
室
町
後
期

写
清
和
源
氏
系
図
に
つ
い
て（

（3
（

｣

に
よ
る
と
、
了
尊
の
手
が
入
る
前

の
本
を
祖
本
と
す
る
写
本
が
存
在
し
、
そ
れ
ら
の
写
本
に
は
少
進
家

の
記
載
が
な
い
。
つ
ま
り
、
龍
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
『
下
間
系
図
』

中
、
少
進
以
降
の
内
容
は
、
了
尊
が
独
自
に
記
載
し
た
こ
と
に
な

る
。こ

の
こ
と
か
ら
、
少
進
と
同
時
代
人
で
あ
り
、
本
願
寺
に
勤
仕
し

た
時
期
が
重
な
る
了
尊
記
載
部
分
は
、
お
お
む
ね
信
頼
が
お
け
る
と

考
え
て
よ
い
。
た
だ
し
、『
下
間
系
図
』
に
は
筆
記
の
誤
り
な
の
か
、

事
実
の
誤
認
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
あ
き
ら
か
な
誤
記
も
み
ら
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
谷
下
氏
は
、
下
間
頼
総
の
没
年
の
間
違
い
や
、

頼
純
の
没
年
の
あ
い
ま
い
さ
、
さ
ら
に
少
進
の
父
で
あ
る
下
間
述
頼

（
頼
照
）
の
没
年
天
正
三
年
を
天
正
元
年
と
し
て
い
る
点
な
ど
を
指
摘

し
て
い
る
。

谷
下
氏
は
前
掲
論
文
で
、「（
総
合
的
に
見
て
）
之
を
要
す
る
に
了
尊

本
は
記
事
全
部
を
そ
の
儘
に
信
憑
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
類
書

中
の
白
眉
た
る
こ
と
は
贅
言
を
要
し
な
い
。」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
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『
下
間
系
図
』
に
お
け
る
少
進
と
光
頼

『
真
宗
史
料
大
系
』
所
載
『
下
間
系
図
』
翻
刻
に
は
、
一
部
誤
り

も
あ
り
（
後
述
）、
系
図
に
ひ
か
れ
た
線
に
つ
い
て
も
確
認
の
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
翻
刻
の
底
本
に
な
っ
た
龍
谷
大
学
図
書
館

蔵
『
下
間
系
図
』
の
画
像
を
参
照
し
な
が
ら
、「
下
間
少
進
の
岳
父

は
下
間
光
頼
」
と
い
う
説
を
検
討
す
る
。
な
お
、『
下
間
系
図
』
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
』
に
精
細
画
像
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
言
及
箇
所
の

カ
ッ
コ
内
に
、
当
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
コ
マ
数
を
入
れ
る（

（3
（

。

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
下
間
系
図
』
は
、
先
述
の
通
り
性
応
寺
了

尊
の
自
筆
本
で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
詳
細
な
書
誌
は
あ
げ
ら
れ

て
い
な
い
が
、
冊
子
体
で
、
表
紙
（
１
コ
マ
）
左
上
に
白
地
に
二
重

枠
（
子
持
枠
）
が
施
さ
れ
た
題
簽
が
あ
り
「
下
間
系
圖　

了
尊
筆
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
表
紙
を
め
く
っ
た
と
こ
ろ
に
中
表
紙
（
２
コ
マ
）

が
あ
り
、
こ
ち
ら
に
も
白
地
（
枠
な
し
）
の
題
簽
が
付
さ
れ
、
表
紙

題
簽
と
は
別
筆
で
「
下
間
系
圖
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
墨
付
き
は
二

十
丁
、
三
丁
分
の
白
紙
を
は
さ
ん
で
、
二
十
四
丁
表
（
28
コ
マ
）
に

先
に
あ
げ
た
奥
書
が
書
か
れ
て
い
る
。

内
容
は
清
和
天
皇
か
ら
始
ま
り
、
義
家
・
義
朝
・
頼
朝
ら
清
和
源

氏
の
人
名
が
注
と
と
も
に
書
か
れ
、
各
人
物
は
親
子
兄
弟
を
あ
ら
わ

す
線
で
つ
な
が
れ
て
い
る
。
墨
付
き
六
丁
表
（
９
コ
マ
）
に
頼
政
の

名
が
見
え
、
七
丁
表
（
10
コ
マ
）
に
は
蓮
位
坊
宗
重
が
登
場
す
る
。

こ
の
宗
重
以
降
が
下
間
氏
の
人
物
で
あ
る
。
九
丁
表
（
12
コ
マ
）
に

は
光
頼
が
登
場
、
二
十
丁
表
（
23
コ
マ
）
に
少
進
が
「
仲
之
」
の
名

で
登
場
し
、
少
進
の
子
、
孫
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
。
二
十
丁
裏

（
24
コ
マ
）
に
は
少
進
の
四
男
以
下
の
子
た
ち
が
書
か
れ（

（3
（

、
こ
こ
で
系

図
は
終
わ
っ
て
い
る
。

さ
て
、
九
丁
表
の
光
頼
条
（
12
コ
マ
）
に
は
、
子
の
最
後
に
「
女

子　

少
進
仲
孝
室　
　

母
各
同
」
と
あ
る
【
図
①
】。
こ
れ
が
、
下

間
少
進
の
岳
父
が
下
間
光
頼
で
あ
る
と
い
う
通
説
の
論
拠
で
あ
る
。

こ
の
女
子
は
紙
の
折
り
目
の
手
前
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
兄
弟
を
あ

ら
わ
す
横
線
が
折
り
目
ま
で
い
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九

丁
裏
（
13
コ
マ
）
に
は
こ
の
線
の
続
き
は
な
い
。
こ
の
横
線
の
断
絶

は
『
下
間
系
図
』
の
な
か
で
も
異
例
で
、
他
に
は
兄
弟
を
あ
ら
わ
す

横
線
が
丁
の
折
り
目
、
ま
た
は
丁
の
変
わ
り
目
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。

二
十
丁
表
か
ら
二
十
丁
裏
に
か
け
て
の
少
進
条
に
は
、
少
進
の
子

と
そ
の
母
、
さ
ら
に
少
進
の
長
男
の
子
と
そ
の
母
が
書
か
れ
て
い
る

【
図
②
】。
し
か
し
、
少
進
の
子
の
母
た
ち
の
な
か
に
光
頼
女
子
の
記

載
は
な
い
。
少
進
の
子
ど
も
た
ち
の
母
は
「
伊
予
守
澄
慶
女
」「
家

女
房
」「
前
田
右
近
ヽ
ヽ
女
」「（
空
白
）」
の
四
名
の
み
で
あ
る
。
な
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お
、「
伊
予
守
澄
慶
女
」
は
、『
真
宗
史
料
集

成
』
の
翻
刻
で
は
、「
伊
予
守
証
慶
女
」
と
翻

刻
さ
れ
て
い
る
が
、「
澄
慶
」
と
読
む
べ
き
で

あ
ろ
う（

（3
（

。

『
下
間
系
図
』
で
は
、
各
人
の
配
偶
者
に
つ

い
て
は
子
の
母
と
し
て
記
載
さ
れ
る
の
が
例
な

の
で
、
少
進
条
に
光
頼
女
子
の
名
が
な
い
の

は
、
少
進
と
光
頼
女
子
の
間
に
子
が
な
か
っ
た

た
め
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
あ

る（
（3
（

。
通
説
で
は
こ
の
よ
う
に
考
え
、
光
頼
条
に

記
さ
れ
た
「
女
子　

少
進
仲
孝
室
」
を
根
拠
に

「
光
頼
は
少
進
の
岳
父
」
と
し
た
の
だ
と
推
測

す
る
。

し
か
し
『
下
間
系
図
』
を
精
査
す
る
と
、
光

頼
条
に
書
か
れ
た
「
女
子　

少
進
仲
孝
室
」
の

記
述
が
信
頼
で
き
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ

る
。少

進
の
配
偶
者

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
少
進
の
配
偶
者
た
ち

に
つ
い
て
は
、『
下
間
系
図
』
光
頼
条
（
12
コ
マ
）

図
①　
『
下
間
系
図
』
光
頼
条　

矢
印
は
光
頼
女
子　

｢

少
進
仲
孝
室｣
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図
②
『
下
間
系
図
』
少
進
（
仲
之
）
条　
　

矢
印
は
少
進
女
子｢

母　

伊
予
守
澄
慶
女｣

■演劇学論叢第21号.indb   29■演劇学論叢第21号.indb   29 2022/03/03   10:38:212022/03/03   10:38:21

︻
図
版
は
イ
ン
タ
ｰ
ネ
ｯ
ト
非
公
開
︼



3031

「
女
子　

少
進
仲
孝
室
」
の
ほ
か
に
、『
下
間
系
図
』
少
進
条
（
23
コ

マ
）
に
少
進
の
子
ど
も
た
ち
の
母
と
し
て
「
伊
予
守
澄
慶
女
」「
家

女
房
」「
前
田
右
近
ヽ
ヽ
女
」「（
空
白
）」
が
あ
る（

（3
（

。
こ
の
う
ち
「
前

田
右
近
ヽ
ヽ
女
」
に
つ
い
て
は
、
下
間
少
進
家
の
後
裔
下
間
仲
潔

〈
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
―
明
治
四
年
（
一
八
七
一

（
（3
（

）〉
が
ま
と
め
た

系
図
『
下
間
仲
潔
筆
下
間
少
進
家
譜（

（3
（

』
仲
孝
（
少
進
）
条
に
、
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

加
賀
大
納
言
利
家
卿
舎
弟

　

室　
　

前
田
右
近
将
監
秀
継
女　

法
名　

法
光
院
妙
意

寛
永
三
年
十
一
月
十
五
日　

卒

こ
れ
は
『
下
間
系
図
』
少
進
条
に
、「
仲
久
」
ら
五
男
四
女
の
母

と
し
て
書
か
れ
て
い
る
「
前
田
右
近
ヽ
ヽ
女
」
と
一
致
す
る
。
下
間

少
進
家
は
、
少
進
の
長
男
で
あ
る
式
部
卿
仲
世
が
関
ヶ
原
合
戦
で
豊

臣
方
に
つ
き
大
垣
城
で
討
死
し
た
た
め
、
こ
の
前
田
秀
継
女
を
母
に

持
つ
仲
久
（
源
五
・
仲
此
と
も
）
が
跡
を
継
い
で
い
る（

（3
（

。
そ
の
関
係
で
、

後
年
の
下
間
少
進
家
の
系
譜
で
は
、
仲
久
の
母
で
あ
る
前
田
右
近
将

監
秀
継
女
法
光
院
妙
意
が
少
進
の
「
室
」
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
る（

（3
（

。

「
室
」
と
「
妻
」

こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
『
下
間
系
図
』
光
頼
条
に
書
か
れ
た

「
女
子　

少
進
仲
孝
室
」
と
い
う
語
で
あ
る
。『
下
間
系
図
』
で
は

「
室
」「
妻
」「
妾
」
を
使
い
、
配
偶
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
が
、「
妻
」

四
十
例
に
対
し
、「
室
」
の
使
用
は
七
例
の
み
で
あ
る
（「
妾
」
は
一
例
）。

そ
の
七
名
は
、
こ
の
光
頼
女
子
（
少
進
仲
孝
室
）
の
ほ
か
に
、
二
人

の
頼
藝
女
子
（
民
部
卿
頼
承
室
・
明
照
寺
了
宗
室
）、
頼
康
女
子
（
湯
次
誓

願
寺
明
乗
室
）、
二
人
の
頼
廉
女
子
（
端
坊
明
勝
室
・
堺
薬
師
院
円
玖
石
林

室
）、
そ
し
て
も
う
一
人
の
頼
廉
女
子
（
号
良　

式
部
卿
室
）
で
あ
る
。

室
と
妻
と
の
使
い
分
け
の
基
準
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
頼
廉
条

（
16
～
17
コ
マ
）
に
登
場
す
る
頼
廉
女
子
（
号
良　

式
部
卿
室
）
が
注
目
さ

れ
る
。
彼
女
の
注
記
に
は
「
号
良　

初
式
部
卿
室　

後
佐
川
半
右
衛

門
妻　

母
伊
予
澄
慶
女
」
と
あ
る
【
図
③
】。
こ
の
良
の
最
初
の
夫

式
部
卿
と
は
、
少
進
と
伊
予
守
澄
慶
女
の
間
に
生
ま
れ
た
少
進
の
長

男
、
下
間
式
部
卿
仲
世
で
あ
る
。

こ
こ
で
澄
慶
条
（
13
コ
マ
）
を
確
認
す
る
と
、
澄
慶
に
は
女
子
が
二

人
い
る
の
で
、
頼
廉
条
に
書
か
れ
た
「
伊
予
澄
慶
女
（
良
の
母
）」
と
、

少
進
条
に
書
か
れ
た
「
伊
予
守
澄
慶
女
（
仲
世
の
母
）」
は
、
別
人
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
伊
予
守
澄
慶
女
を
母
と
し
て
生
ま
れ

た
少
進
の
長
男
仲
世
と
、
伊
予
澄
慶
の
も
う
一
人
の
女
子
と
頼
廉
の
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間
に
生
ま
れ
た
良
は
、
母
方
の
い
と
こ
同
士
で
結
婚
を
し

た
こ
と
に
な
る
。

少
進
条
（
23
～
24
コ
マ
）
を
見
る
と
、
長
男
仲
世
と
「
良
」

（
少
進
条
で
は
「
刑
部
卿
頼
廉
女
」
と
記
載
）
と
の
間
に
、
仲
純

と
女
子
二
人
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
【
図
②
】。

少
進
の
長
男
仲
世
は
慶
長
五
年
関
ヶ
原
合
戦
の
お
り
に
、

大
垣
で
討
死
し
て
い
る
（
享
年
二
十
二
才
）
の
で
、
仲
世
の

没
後
「
良
」
は
、
頼
廉
条
に
あ
る
よ
う
に
、
佐
川
半
右
衛

門
に
「
妻
」
と
し
て
嫁
い
だ
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
「
良
」
の
例
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
の
下

間
少
進
家
で
は
「
室
」
と
い
う
語
で
跡
継
ぎ
を
生
ん
だ
女

性
を
さ
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
窺
え
る
。
こ
の
例
か
ら

い
え
ば
、
少
進
の
長
男
仲
世
を
生
ん
だ
伊
予
守
澄
慶
女
が

少
進
の
「
室
」
と
よ
ば
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
頼
廉
の
配

偶
【
図
③
】
な
ら
び
に
、
少
進
の
配
偶
【
図
②
】
の
実
家

と
み
ら
れ
る
澄
慶
条
（
13
コ
マ
）
の
二
人
の
女
子
に
は
嫁
ぎ

先
が
書
か
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
の
は
、
光
頼
条
左
端
「
女
子
」

の
注
記
「
少
進
仲
孝
室
」
が
誤
り
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
で

あ
る
。
本
来
「
少
進
仲
孝
室
」
と
い
う
注
記
は
澄
慶
条
の
女

子
に
書
か
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
了
尊
の
ミ
ス
で
光

頼
条
に
書
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

図
③　
『
下
間
系
図
』
頼
廉
条　

矢
印
は
頼
廉
女
子｢

号
良　

初
式
部
卿
室｣
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筆
記
ミ
ス
の
可
能
性

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
ミ
ス
を
お
か
し
た
か
、『
下
間
系
図
』
を
さ
ら

に
詳
細
に
確
認
す
る
と
、
光
頼
の
も
う
ひ
と
り
の
女
子
に
「
刑
部
卿

頼
廉
妻
」
が
い
る
こ
と
に
気
付
く
【
図
①
】。
仮
に
光
頼
の
二
人
の

女
子
の
注
記
「
下
間
頼
廉
妻
」「
少
進
仲
孝
室
」
が
と
も
に
正
し
い

と
す
れ
ば
、
頼
廉
と
少
進
と
は
光
頼
の
相
婿
と
な
る
。
ま
た
先
述
の

と
お
り
少
進
条
に
少
進
の
子
の
母
と
し
て
「
伊
予
守
澄
慶
女
」
が
お

り
、
頼
廉
条
に
も
頼
廉
の
子
の
母
と
し
て
「
伊
予
澄
慶
女
」
が
い
る

の
で
、
少
進
と
頼
廉
は
澄
慶
の
相
婿
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
系
図
の
注

記
に
誤
り
が
あ
る
と
考
え
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『
下
間
系
図
』
の
筆
者
了
尊
は
、
少
進
や
少
進
の
長
男
仲
世
、
さ

ら
に
頼
廉
と
同
時
期
に
本
願
寺
に
勤
仕
し
た
こ
と
は
『
慶
長
日
記
』

等
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
で
、
少
進
の
室
（
伊
予
守
澄
慶
女　

仲
世
の
母
）

が
頼
廉
の
妻
（
伊
予
澄
慶
女　

良
の
母
）
と
姉
妹
で
あ
る
こ
と
は
知
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。

さ
て
仮
に
、
了
尊
は
ま
ず
光
頼
の
女
子
の
注
記
に
「
刑
部
卿
頼
廉

妻
」
と
書
い
た
と
す
る
。
ち
な
み
に
頼
廉
条
を
確
認
す
る
と
、
頼
廉

の
子
息
宗
清
の
母
に
「
丹
後
守
光
頼
女
」
と
あ
り
整
合
性
が
と
れ
る

【
図
③
】。
こ
こ
ま
で
は
よ
い
の
だ
が
、
頼
廉
妻
と
少
進
室
が
姉
妹
だ

と
知
っ
て
い
た
了
尊
は
、
光
頼
条
に
あ
る｢

頼
廉
妻｣

の
妹
が
そ
れ

だ
と
思
い
込
み
、
注
記
に
「
少
進
仲
孝
室
」
と
書
い
て
し
ま
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
実
際
に
少
進
室
と
姉
妹
で
あ
っ
た
の

は
、
も
う
一
人
の
頼
廉
妻
（
伊
予
澄
慶
女　

良
の
母
）
で
あ
っ
た
。

う
が
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
、
光
頼
条
左
端
の
横
線
が
丁
裏
に
続
い

て
い
な
い
こ
と
も
、
系
図
筆
者
了
尊
の
緊
張
感
が
こ
こ
で
と
ぎ
れ
、

本
来
書
く
べ
き
で
は
な
い
光
頼
の
女
子
に
「
少
進
仲
孝
室
」
と
書
い

て
し
ま
っ
た
と
い
う
仮
説
の
裏
付
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
澄
慶

条
の
女
子
に
は
、
両
者
と
も
に
配
偶
者
が
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
こ

の
二
人
の
女
子
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
頼
廉
妻
」「
少
進
室
」
で
あ
っ
た

可
能
性
の
方
が
大
き
い
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
系
図
筆
者
性
応
寺
了
尊
が
「
少
進
仲
孝
室
」
を

誤
っ
た
箇
所
、
す
な
わ
ち
光
頼
の
女
子
の
箇
所
に
書
い
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
こ
の
「
光
頼
女
子
」
が
『
下
間
系
図
』
少
進

条
、『
下
間
仲
潔
筆
下
間
少
進
家
譜
』
と
も
に
記
載
が
な
い
こ
と
か

ら
、『
下
間
系
図
』
光
頼
条
だ
け
を
根
拠
に
「
光
頼
が
少
進
の
岳
父
」

と
断
定
す
る
の
は
、
慎
重
に
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

少
進
の
叔
母　

西

片
桐
登
氏
は
『
下
間
少
進
集
』（
三
）
解
説
で
「
後
年
に
少
進
が

坊
官
に
ま
で
累
進
で
き
た
の
は
、
こ
の
岳
父
丹
後
の
後
援
が
大
き

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る（

（4
（

。
ま
た
こ
れ
ら
の
先
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行
研
究
に
も
と
づ
く
事
典
類
も
「
父
（
筆
者
注　

少
進
の
父
述
頼
の
こ
と
）

没
後
の
後
継
者
で
、
こ
れ
も
著
名
な
能
数
寄
で
あ
っ
た
岳
父
下
間
丹

後
光
頼
」（『
能
・
狂
言
事
典
』）、「
父
（
筆
者
注　

同
右
）
没
後
に
後
援

者
と
な
る
岳
父
の
下
間
丹
後
光
頼
」（『
能
楽
大
事
典
』）
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
下
間
光
頼
は
天
文
十
八

年
（
一
五
四
九
）
没
、
天
文
二
十
年
生
ま
れ
の
少
進
を
後
援
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
前
項
で
検
証
し
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

光
頼
が
少
進
の
岳
父
で
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

で
は
だ
れ
の
影
響
で
少
進
は
本
願
寺
内
で
力
を
も
ち
、
門
主
で
あ

る
顕
如
に
近
侍
す
る
坊
官
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
は
、
少

進
の
父
下
間
述
頼
（
頼
照
）
が
顕
如
に
よ
っ
て
越
前
に
派
遣
さ
れ
、

「
守
護
代（

（4
（

」
と
も
称
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
だ
ろ
う
。

ま
た
少
進
の
母
は
常
に
証
如
の
近
辺
に
い
た
定
専
坊
了
宗
の
娘
と
さ

れ
、
か
つ
中
嶋
門
徒
を
率
い
て
顕
如
の
も
と
で
信
長
と
の
戦
争
（
い

わ
ゆ
る
石
山
合
戦
）
を
戦
っ
た
定
専
坊
了
顕
の
妹
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い（

（4
（

。

加
え
て
本
稿
で
は
少
進
の
父
方
の
叔
母
に
着
目
す
る
。『
下
間
系

図
』
頼
清
条
（
22
コ
マ
）、「
述
頼
（
少
進
の
父　

頼
照
と
も
）」
の
妹
に

「
女
子　

駿
河
頼
言
妻　

慶
寿
院
殿
衹
候　

号　

西
」
と
い
う
記
載

が
あ
る
。

「
西
」
が
伺
候
し
た
慶
寿
院
（
融
誓　
〈
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
―
元

亀
二
年
（
一
五
七
一（

（4
（

）〉）
は
、
本
願
寺
第
九
代
門
主
実
如
の
嗣
子
で
あ

る
円
如
の
室
で
、
円
如
が
父
実
如
よ
り
先
に
亡
く
な
っ
た
あ
と
は
第

十
代
門
主
と
な
っ
た
子
の
証
如
を
補
佐
し
、
ま
た
証
如
の
没
後
は
そ

の
子
顕
如
を
後
見
し
た（

（4
（

。
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
は
北
国
の
和

平
を
実
現
し
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
の
顕
如
へ
の
門
跡
勅
許
に

尽
力
し
た
女
性
で
あ
る
。「
西
」
は
こ
の
慶
寿
院
に
伺
候
し
た
。
ち

な
み
に
、
下
間
系
図
で
「
慶
寿
院
殿
衹
候
」
の
記
述
が
あ
る
の
は
、

こ
の
少
進
の
叔
母
「
西
」
と
下
間
助
縁
の
女
子
「
源
左
衛
門
頼
則

妻
」
の
二
名
の
み
で
あ
る
。

『
天
文
日
記
』
天
文
六
年
正
月
朔
日
条
に
「
ひ
し
の
祝
」
の
盃
事

の
あ
と
、「
女
房
衆
と
を
り（

（4
（

あ
り
。
先
、
奥
、
中
、
筑
後
子
ち
ほ
、

あ
こ
ヽ
、
尼
ち
ほ
、
□
こ
の
ち
ヽ
、（
後
略
）」
と
あ
る
。
こ
の
「
筑

後
子
ち
ほ
」
が
、
下
間
筑
後
頼
清
の
娘
、
す
な
わ
ち
少
進
の
叔
母

「
西
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

（4
（

。

ま
た
西
の
夫
、
下
間
駿
河
頼
言
（
源
五　
〈
？
―
弘
治
二
年
（
一
五
五

六
（
（4
（

）〉）
は
証
如
の
側
近
で
、
丹
後
光
頼
が
亡
く
な
っ
て
の
ち
、
光
頼

の
長
男
で
《
道
成
寺
》
を
少
進
に
相
伝
し
た
可
能
性
が
あ
る
丹
後
頼

総
を
補
佐
す
る
な
ど
、
寺
内
で
重
き
を
な
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の

頼
言
に
つ
い
て
は
籠
谷
眞
智
子
氏
著
の
『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願

寺
』
に
も
指
摘
が
あ
る
と
お
り（

（4
（

、『
天
文
日
記
』
天
文
二
十
年
正
月

十
四
日
条
に
以
下
の
記
述
が
あ
る
（
傍
線
筆
者
）。

一
、
以
源
五
、
春
一
大
夫（

（4
（

ニ
能
事
申
付
。
又
自
余
之
猿
楽
五
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六
人
可
召
寄
之
通
、
申
付
者
也
。
於
道
場
可
稽
古
之
旨
雖
申

付
、
於
宿
可
仕
之
頼
言
申
也
。
来
十
七
日
よ
り
可
稽
古
分
也
。

各
故
障
之
間
（
下
文
中
断
カ
）

右
傍
線
部
は
、「
証
如
が
春
日
大
夫
に
道
場
（
本
願
寺
内
）
で
稽
古

さ
せ
る
と
言
っ
た
が
、
宿
（
自
宅
）
で
さ
せ
る
と
頼
言
が
申
し
述
べ

た
」
と
い
う
意
味
だ
ろ
う
。
こ
の
少
し
後
、
二
十
二
日
条
に
は
「
此

間
稽
古
ハ
於
源
五
宿
有
之
」
と
い
う
記
述
も
見
え
る
。
こ
の
時
代

「
源
五
」
は
頼
言
な
の
で
、「
宿
」
と
は
頼
言
の
自
宅
で
あ
る
と
解
さ

れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
少
進
の
叔
母
西
は
、
本
願
寺
内
で
実
力
を
持
っ
て

い
た
慶
寿
院
の
侍
女
で
あ
り
、
証
如
側
近
下
間
頼
言
の
妻
で
も
あ
っ

た
。
少
進
は
こ
の
叔
母
の
影
響
も
あ
り
、
本
願
寺
内
で
着
々
と
地
位

を
固
め
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
右
の
例
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
進
は
叔
母
の
夫
頼
言
と
つ

な
が
り
の
あ
っ
た
春
日
大
夫
と
幼
少
の
頃
よ
り
近
し
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。
周
知
の
ご
と
く
成
人
後
の
少
進
は
春
日
大
夫
親
子
と
頻

繁
に
能
を
演
じ
、
少
進
の
上
演
記
録
『
能
之
留
帳
』
に
お
け
る
「
春

日
」（
親
子
含
む
）
の
登
場
回
数
は
手
元
の
集
計
で
は
百
九
十
一
回
で

あ
る
。

む
す
び

以
上
、
少
進
と
下
間
丹
後
光
頼
と
の
関
係
に
つ
い
て
先
行
研
究
を

整
理
し
、
ま
た
「
下
間
光
頼
は
少
進
の
岳
父
」
と
い
う
通
説
を
再
検

討
し
た
。
再
検
討
の
結
果
、『
下
間
系
図
』
の
誤
記
と
い
う
可
能
性

も
あ
り
、『
下
間
系
図
』
の
記
述
の
み
で
光
頼
を
少
進
の
岳
父
と
断

定
す
る
こ
と
は
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

さ
ら
に
、
た
と
え
光
頼
が
少
進
の
岳
父
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
光

頼
か
ら
少
進
へ
の
直
接
の
能
相
伝
は
な
く
、
ま
た
少
進
の
本
願
寺
内

の
立
場
を
光
頼
が
後
援
す
る
こ
と
も
年
代
的
に
成
立
し
な
い
。
む
し

ろ
少
進
の
本
願
寺
内
の
地
位
を
向
上
さ
せ
た
の
は
、
父
述
頼
の
地
位

や
母
の
実
家
定
専
坊
の
力
、
ま
た
慶
寿
院
侍
女
で
、
下
間
頼
言
の
妻

で
あ
っ
た
叔
母
西
の
存
在
が
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
し

た
。叔

母
西
と
慶
寿
院
の
関
係
な
ど
か
ら
、
少
進
が
本
願
寺
の
奥
向
き

と
も
深
い
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
、
本
願
寺
の
能
に

お
け
る
女
性
た
ち
の
影
響
に
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ

い
て
は
今
後
の
研
究
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

さ
い
ご
に
冒
頭
に
述
べ
た
疑
問
「
金
春
流
で
あ
る
は
ず
の
少
進
が

観
世
流
の
《
道
成
寺
》
を
習
う
こ
と
が
な
ぜ
可
能
だ
っ
た
か
」
に
つ

い
て
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
舅
か
ら
婿
へ
の
相
伝
で
は
な
い
と
す
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れ
ば
ど
う
い
っ
た
理
由
で
こ
の
相
伝
が
行
わ
れ
た
の
か
。
こ
こ
で
は

そ
の
答
え
と
し
て
、
少
進
当
時
は
流
儀
の
こ
だ
わ
り
が
そ
れ
ほ
ど
厳

重
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
仮
説
を
提
出
す
る
に
と
ど
め
る
。
こ
の
仮

説
に
つ
い
て
は
十
分
に
精
査
す
る
必
要
が
あ
り
、
当
面
の
課
題
と
す

る
。

※
本
稿
は
藝
能
史
研
究
會
第
58
回
大
会
（
二
〇
二
一
年
六
月
六
日
）

に
お
け
る
口
頭
報
告
「『
下
間
系
図
』
に
見
る
下
間
光
頼
と
下

間
少
進
」
の
内
容
を
再
構
成
し
執
筆
し
た
。

【
参
考
文
献
】

●

片
桐
登
『
下
間
少
進
集
』
三
（
一
九
七
六　

わ
ん
や
書
店
）

●

西
野
春
雄　

他
『
能
・
狂
言
辞
典
』（
一
九
八
七　

平
凡
社
）

●

小
林
責　

他
『
能
楽
大
事
典
』（
二
〇
一
二　

筑
摩
書
房
）　

●

平
松
令
三　
『
真
宗
史
料
集
成
』
七　

伝
記
・
系
図
（
一
九
七
五　

同

朋
舎
出
版
）

●

籠
谷
眞
智
子　
『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』（
二
〇
〇
五　

自
照
社
）

●

野
々
村
戒
三　
『
金
春
十
七
部
集
』（
一
九
三
二　

春
陽
堂
）

●

能
勢
朝
次　
『
能
楽
源
流
考
』（
一
九
三
八　

岩
波
書
店
）

●

表
章　
　
『
観
世
流
史
参
究
』（
二
〇
〇
八　

檜
書
店
）

●
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』
第
23
号
（
一
九
九
五
）

●
『
大
阪
城
天
守
閣
紀
要
』
第
24
号
（
一
九
九
六
）

●
『
増
補
改
訂
本
願
寺
史
』
第
一
巻　
（
二
〇
一
〇　

本
願
寺
出
版
社
）

●
『
大
系
真
宗
史
料
』
８　

天
文
日
記
一
（
二
〇
一
五　

法
蔵
館
）　

●
『
大
系
真
宗
史
料
』
10　

私
心
記
（
二
〇
一
六　

法
蔵
館
）、

●
『
大
系
真
宗
史
料
』
９　

天
文
日
記
二
（
二
〇
一
七　

法
蔵
館
）

●

大
日
本
古
記
録
『
言
経
卿
記
』（
一
九
六
二　

岩
波
書
店
）

●
『
絵
本
石
山
軍
記
』（
一
八
八
六
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

●

金
龍
静　

他
『
顕
如
』　
（
二
〇
一
六　

宮
帯
出
版
社
）

●
『
本
願
寺
史
料
集
成
』
慶
長
日
記
（
一
九
八
〇　

同
朋
舎
出
版
）

●
『
続
群
書
類
従
』
第
七
輯
上　

系
図
部

●
『
新
編
纂
図
本
朝
尊
卑
分
脈
系
譜
雑
類
要
集
』
十
一
（
一
九
〇
三　

吉

川
公
文
館
）

●
『
諸
家
大
系
図
』（
寛
永
頃　

洞
院
公
定　

著
）
国
立
国
会
図
書
館
デ

ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

●
『
真
宗
人
名
辞
典
』（
一
九
九
九　

法
蔵
館
）

●
『
真
宗
新
事
典
』（
一
九
八
三　

法
蔵
館
）

●

田
中
允　
『
校
本　

四
座
役
者
目
録
』（
一
九
七
五　

わ
ん
や
書
店
）

【
参
考
論
文
】

●

野
々
村
戒
三

｢

下
間
少
進
事
績
略
考｣

｢

下
間
少
進
事
績
略
考 

補

遺
」（
一
九
二
八
『
謡
曲
界
』
所
載
）

●

大
澤
研
一
「
戦
国
期
摂
河
泉
に
お
け
る
本
願
寺
の
地
域
編
成
に
つ
い

て
」（
二
〇
一
二　
「
市
大
日
本
史
15
号
」　

大
阪
市
立
大
学
）

●

金
龍
静　
「
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
間
氏
」
別
表
三　
（『
蓮
如
大

系
』
第
三
巻　

所
載　

一
九
九
六　

法
蔵
館
）

●

谷
下
一
夢　
「
本
願
寺
坊
官
下
間
氏
に
つ
い
て
」（『
真
宗
史
の
諸
研
究
』
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所
載　
　

一
九
四
一　

平
楽
寺
書
店
）

●

天
野
文
雄　
「
石
山
本
願
寺
の
能
と
狂
言
」（『
懐
徳
』
五
十
九
号
所
載

一
九
九
〇　

懐
徳
堂
記
念
会
）

●

籠
谷
眞
智
子
「
本
願
寺
の
内
衆
下
間
氏
と
手
能　

―
真
宗
文
化
史
的

観
点
か
ら
―
」（『
史
窗
』
四
十
七
号
所
載　

一
九
九
〇　

京
都
女
子

大
学
史
学
会
）

●

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
「
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
（
付

解
題
）」（
十
二
）（
一
九
七
三
『
観
世
』
四
月
号　

附
載
）

●

佐
々
木
紀
一　
「『
尊
卑
分
脈
』
近
似
室
町
後
期
写
清
和
源
氏
系
図
に

つ
い
て
」（『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所

報
告
』（
44
）
所
載　

二
〇
一
七　

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附

属
生
活
文
化
研
究
所
）

【
参
考
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
】

（
最
終
閲
覧
日
は
い
ず
れ
も
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
五
日
）

●

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
能
楽
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ

https://
nohken.w

s.hosei.ac.jp/nohken_m
aterial/htm

ls/index/

●

龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｢

龍
谷
蔵｣

http://
w

w
w

.afc.ryukoku.ac.jp/kicho/top.htm
l

【
掲
載
画
像
①
②
③
】

『
下
間
系
図
』
部
分　
　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵　
『
下
間
系
図
』
よ
り
抜
粋

　
（
写
本　

了
尊
筆　

請
求
記
号022-25-1

）

※
右
は
龍
谷
大
学
図
書
館
よ
り
掲
載
許
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
著
作

利
用
権
は
龍
谷
大
学
図
書
館
に
属
す
る
。

※
右
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
龍
谷
大
学
貴
重
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｢

龍
谷
蔵｣

に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
二
一
年
十
二
月
十
五
日
現
在
）。

【
注
釈
】

（
１
）	

下
間
少
進
仲
之
は
頼
之
、
仲
康
、
仲
孝
と
も
い
い
、
法
名
は
性
乗
。
本

稿
で
は
「
下
間
少
進
」
ま
た
は
「
少
進
」
の
呼
称
を
用
い
る
。

（
２
）	

少
進
は
一
般
に
手
猿
楽
や
素
人
役
者
と
呼
ば
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
呼
称

は
現
在
で
は
玄
人
の
能
役
者
に
は
劣
る
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
と
考
え

る
の
で
、
本
稿
で
は
用
い
な
い
。

（
３
）	「
牛
蓮
」
は
「
岌
蓮
」
と
同

（
４
）	

筆
者
は
少
進
の
能
伝
書
『
童
舞
抄
』
な
ら
び
に
少
進
か
ら
能
を
相
伝
さ

れ
た
秋
田
城
介
筆
『
秋
田
城
介
型
付
』
の
分
析
な
ど
に
よ
り
、
少
進
は

自
分
の
舞
う
能
に
つ
て
流
儀
へ
の
こ
だ
わ
り
は
大
き
く
な
か
っ
た
と
考

え
て
お
り
、
少
進
自
身
、
自
分
が
「
金
春
流
」
と
認
識
し
て
い
た
か
ど

う
か
も
疑
問
視
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
二
〇
二
一
年
三
月

の
能
楽
学
会
第
十
九
回
大
会
口
頭
報
告
『
下
間
少
進
能
伝
書
・
能
型
付

相
伝
の
諸
相
―
「
余
情
」
を
キ
イ
ワ
ー
ド
と
し
て
―
』、
同
年
六
月
の
日

本
演
劇
学
会
全
国
大
会
口
頭
報
告
『
慶
長
期
の
能
型
付
相
伝
―
下
間
少

進
『
童
舞
抄
』
相
伝
の
影
響
を
中
心
に
―
』
で
述
べ
て
お
り
、
別
稿
を

準
備
中
で
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
り
た
い
。

（
５
）	

た
だ
し
、
下
間
丹
後
光
頼
が
少
進
に
《
道
成
寺
》
を
教
え
た
こ
と
は
、

一
九
九
〇
年
に
天
野
文
雄
氏
、
籠
谷
眞
智
子
氏
に
よ
っ
て
明
確
に
否
定
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さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
後
述
す
る
。

（
６
）	
蘆
舟
（
野
々
村
戎
三
）『
下
間
少
進
事
績
略
考
』（『
謡
曲
界
』
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
九
月
号　

六
五
頁
）

（
７
）	

大
阪
城
天
守
閣
蔵
（
資
料
番
号　

a982-176

）

（
８
）	『
下
間
少
進
集
』
三　

一
九
六
頁

（
９
）	

籠
谷
眞
智
子　
『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』
一
三
六
頁　

脚
注
25

（
10
）	

な
お
、
未
見
の
資
料
と
し
て
京
都
大
学
文
学
研
究
科
古
文
書
室
所
蔵
の

「
下
間
少
進
家
々
系
図
写
」
が
あ
る
。『
京
都
大
学
日
本
史
研
究
室
所
蔵

和
書
目
録
』
に
掲
載
さ
れ
た
書
誌
に
よ
れ
ば
、
文
化
年
間
ま
で
の
下
間

少
進
家
の
系
図
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
に
お
い
て
そ
の
内
容

に
は
言
及
が
な
い
。
筆
者
は
閲
覧
を
希
望
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
閲
覧
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。

（
11
）	

表
章
『
観
世
流
史
参
究
』
一
五
七
頁
～
一
六
一
頁

（
12
）	

引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研

究
所
能
楽
資
料
ア
ー
カ
イ
ブ
』
に
あ
げ
ら
れ
た
能
楽
研
究
所
観
世
新
九

郎
家
文
庫
蔵　

観
世
勝
右
衛
門
元
信
自
筆
本
『
四
座
役
者
目
録
』（
下
）

の
画
像
を
参
照
し
た
。https://nohken.w

s.hosei.ac.jp/nohken_
m

aterial/htm
ls/index/pages/cate5/yozayakusha-2.htm

l
	

な
お
田
中
允
校
注『
校
本　

四
座
役
者
目
録
』一
四
七
頁
も
参
考
と
し
た
。

（
13
）	『
下
間
系
図
』
に
書
か
れ
る
限
り
で
は
、
頼
総
の
没
後
丹
後
を
名
乗
っ
た

も
の
は
な
い
。

（
14
）	『
下
間
系
図
』
で
は
頼
総
の
没
年
を
永
禄
十
二
年
と
す
る
が
、
谷
下
一
夢

氏
は
「
本
願
寺
坊
官
下
間
氏
に
つ
い
て
」（
三
三
九
頁
）
の
中
で
、
顯
如

発
給
文
書
等
か
ら
、
元
亀
二
年
三
十
三
歳
没
と
す
る
。

（
15
）	『
下
間
少
進
集
』
三　

一
九
六
頁

（
16
）	『
懐
徳
』
五
十
九
号
（
一
九
九
〇
）
所
載

（
17
）	『
観
世
』
昭
和
四
十
八
年
四
月
号
付
載　

野
上
記
念
法
政
大
学
能
楽
研
究

所
『
観
世
宗
家
所
蔵
文
書
目
録
（
付
解
題
）』（
十
二
）
九
五
頁
に
表
章

氏
に
よ
る
「
下
丹
等
書
状
紙
背
『
ぎ
わ
う
』（
祇
王
）」
の
解
題
が
あ
る
。

こ
の
解
題
中
、
紙
背
に
書
か
れ
た
「
下
丹　

頼
元
（
？

（
マ
マ
））」

か
ら
の
手
紙

が
紹
介
さ
れ
、
表
氏
は
こ
の
手
紙
を
下
間
丹
後
頼
玄
の
も
の
と
比
定
し

て
い
る
。

（
18
）	『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』
九
〇
頁
。
な
お
、
こ
の
説
の
初
出
は
籠
谷

眞
智
子
「
本
願
寺
の
内
衆
下
間
氏
と
手
能
―
真
宗
文
化
史
的
観
点
か
ら
」

（
一
九
九
〇
）
で
あ
る
。

（
19
）	

金
龍
静
『
戦
国
時
代
の
本
願
寺
内
衆
下
間
氏
』
別
表
三　

一
三
二
頁

（
20
）	『
下
間
系
図
』
に
よ
る
。
な
お
、
円
如
生
年
は
延
徳
元
年
説
も
あ
る
。

（
21
）	『
天
文
日
記
』
天
文
六
年
六
月
卅
日
条
、『
私
心
記
』
同
日
条
に
光
頼
没

の
記
事
が
あ
る
。

（
22
）	

籠
谷
眞
智
子
「
本
願
寺
の
内
衆
下
間
氏
と
手
能
―
真
宗
文
化
史
的
観
点

か
ら
」（
一
九
九
〇
）。

（
23
）	

引
用
元
は
注
（
12
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
少
進
が
若
年
に
《
道

成
寺
》
を
演
じ
た
記
録
は
な
い
。
少
進
所
演
の
《
道
成
寺
》
初
出
は｢

能
之
留
帳｣

天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
五
月
十
日
条
、
少
進
三
十
八

歳
の
時
で
あ
る
。

（
24
）	『
下
間
少
進
集
』
三　

五
六
頁
。
た
だ
し
文
禄
へ
の
改
元
は
天
正
二
十
年

十
二
月
で
あ
り
、
四
月
は
未
だ
天
正
二
十
年
で
あ
る
。

（
25
）	
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
。
題
箋
に
「
下
間
系
図　

了
尊
筆
」
と
記
さ
れ
、

本
文
冒
頭
に
「
性
應
寺
」
の
角
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）	『
真
宗
人
名
辞
典
』
一
三
八
頁
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（
27
）	

本
願
寺
一
家
衆
の
一
人
。
本
願
寺
第
十
二
代
准
如
に
重
用
さ
れ
た
。『
真

宗
新
事
典
』
五
一
一
頁

（
28
）	
平
松
令
三　
『
真
宗
史
料
集
成
』
七 

伝
記
・
系
図
（
一
九
七
五
）
三
九

頁

（
29
）	

了
尊
は
慶
長
二
年
ご
ろ
か
ら
本
願
寺
の
記
録
に
出
始
め
る
。
了
尊
の
父

了
寂
が
記
し
た
『
法
事
日
次
記
』
慶
長
二
年
報
恩
講
の
記
事
中
、
御
迨

夜
条
に「
又
了
尊
始
而
御
頭
之
勤
被
仰
付
候
」と
あ
る（『
慶
長
日
記
』（
一

九
八
〇　

同
朋
舎
出
版
）
六
頁
）。　

慶
長
二
年
は
了
尊
十
六
歳
で
あ
る
。

ま
た
『
慶
長
三
年
ヨ
リ
同
九
年
マ
テ
日
記
』
慶
長
三
年
正
月
二
日
条
の

能
番
組
に
「
千
歳
夫
性
応
寺
子
」
と
あ
り
、
同
五
年
正
月
二
日
に
は
「
三

ハ
サ　

性
応
寺
子
了
尊
」
と
あ
る
。（
同
書
三
四
―
三
八
頁
）

（
30
）	

山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
『
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』（
二
〇
一
七
）

所
載　

ウ
ェ
ブ
閲
覧
。
当
該
箇
所
は
、「
第
二
節『
下
間
系
図
』に
つ
い
て
」

（
31
）	

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
『
龍
谷
大
学
図
書
館
貴
重
資
料
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
龍

谷
蔵
』http://w

w
w

.afc.ryukoku.ac.jp/kicho/top.htm
l

	

『
下
間
系
図
』

	
http://w

w
w

.afc.ryukoku.ac.jp/kicho/cont_16/16316.htm
l?l=0,1

&
c=02&

q=%
E4%

B8%
8B%

E9%
96%

93%
E7%

B3%
BB%

E5%
9B

%
B3

（
32
）	『
下
間
系
図
』
に
書
か
れ
た
少
進
の
十
五
人
の
子
を
箇
条
書
き
す
る
と
以

下
の
と
お
り
に
な
る
。

	

○
女
子 

号
良 

宮
内
卿
息
少
将
妻 

母
伊
予
守
澄
慶
女

	

○
女
子 

号
愛 

堺
草
陰
宗
暦
妻 

	

○
仲
世 

童
名
源
太
郎 

式
部
卿 

慶
長
五 

康
子
稔
九
月
十
五
日 

於
濃
州
大

柿
表
討
死
廿
二
歳 

	

○
男 

号
小
阿
古
早
世
二
歳 

母
各
同
上 

	

○
男 

早
世 

母
家
女
房 

	

○
男 

号
三
蔵 

早
世
母
前
田
右
近
ヽ
ヽ
女 

	

○
女
子 

号
弥
々 

	

○
仲
久 

源
五 

右
近
将
監
少
進 

改
―
高 

又
改
―
昌 

又
改
―
三 

又
仲
盛

ト
改 

又
改
仲
安 

	

○
女 

号
小
良 

	

○
男 

源
六 

少
将 

定
専
坊
信
乗
為
養
子 

	

○
女 

早
世 

	

○
男 

源
七 

	

○
男 

早
世 

	

○
女 

号
犬 

母
各
同
上 

	

○
女 

母

（
33
）	「
証
慶
」
は
、『
天
文
日
記
』『
私
心
記
』『
慶
長
日
記
』
等
、
本
願
寺
の

記
録
類
に
も
名
前
が
み
え
ず
、『
下
間
系
図
』
に
も
記
載
さ
れ
な
い
。
一

方
「
澄
慶
」
は
『
天
文
日
記
』
天
文
六
年
九
月
十
六
日
条
、
同
七
年
三

月
二
十
七
日
条
な
ど
に
も
記
事
が
あ
り
、『
下
間
系
図
』
に
も
光
頼
の
甥

と
し
て
登
場
す
る
。
底
本
の
字
体
か
ら
い
っ
て
も
、「
澄
慶
」
と
す
る
方

が
ふ
さ
わ
し
い
だ
ろ
う
。

（
34
）	

あ
る
い
は
、
名
前
が
記
載
さ
れ
な
い
少
進
の
末
子
の
母
が
「
光
頼
女
子
」

で
あ
る
可
能
性
も
考
え
た
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
光
頼
の
没
年
天
文

一
八
年
（
一
五
四
九
）
は
少
進
の
出
生
年
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）

よ
り
前
な
の
で
、
光
頼
女
子
は
少
進
よ
り
年
上
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
そ
の
光
頼
女
子
が
、
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
生
ま
れ
（『
真

宗
人
名
事
典
』）
の
仲
久
よ
り
年
少
の
子
を
産
む
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
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の
可
能
性
は
否
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

（
35
）	
他
に
少
進
の
母
の
実
家
定
専
坊
の
系
図
『
三
番
定
専
坊
世
系
』
に
「
南
野
」

と
い
う
女
性
の
名
が
あ
り
、
注
と
し
て
「
下
間
少
進
法
印
室
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
（
拙
報
告
「『
三
番
定
専
坊
世
系
』　

―
本
願
寺
坊
官
下
間

少
進
の
母
・
妻
・
子
息
―
」（
二
〇
一
八
年
八
月
十
日　

藝
能
史
研
究
會

八
月
例
会
）。
こ
の
女
性
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
準
備
中
で
あ
る
の
で
、

詳
し
く
は
そ
ち
ら
に
ゆ
ず
り
た
い
。

（
36
）	『
真
宗
人
名
辞
典
』
一
四
六
頁

（
37
）	

大
阪
城
天
守
閣
蔵
（
資
料
番
号　

a982-176

）

（
38
）	

仲
純
の
系
統
は
分
家
し
「
下
間
大
弍
」
家
と
な
り
、
仲
純
―
仲
以
―
仲

好
―
仲
長　

と
続
い
た
あ
と
断
絶
す
る
。

（
39
）	

管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
系
図
以
外
で
少
進
の
配
偶
者
に
触
れ
て
い
る
も

の
と
し
て
『
言
経
卿
記
』
天
正
二
十
年
（
文
禄
に
改
元
）
四
月
廿
日
条

に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
の
み
で
あ
る
（『
言
経
卿
記
』（
五
）
五
五

頁　

傍
線
筆
者
））。

	

　

一
、
西
御
方
へ
罷
向
、
白
粥
有
之
、
下
間
少
進
法
印
妻
振
舞
也
、
太

平
記
十
二
巻
少
読
之
。

	

こ
れ
は
、
山
科
言
経
の
妻
の
姉
妹
で
本
願
寺
顕
如
次
男
興
正
寺
佐
超
の

室
で
あ
る
「
西
御
方
」
の
居
所
で
白
粥
の
振
舞
が
あ
り
、そ
の
施
主
が
「
下

間
少
進
法
印
妻
」
で
あ
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
女
性
の
固
有
名

詞
あ
る
い
は
出
自
な
ど
は
、
現
時
点
で
の
調
査
で
は
未
詳
で
あ
る
。

	

な
お
、
少
進
の
母
に
つ
い
て
は
、『
下
間
系
図
』
に
「
定
専
坊
了
宗
女
」

と
あ
る
ほ
か
、『
下
間
仲
潔
筆
下
間
少
進
家
譜
』
に
も
少
進
の
母
と
し
て
、

「
定
専
坊
了
宗
女
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
言
経
卿
記
』
に
は
少
進

の
母
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
記
事
が
り
、
母
の
名
に
つ
い
て
も
『
言
経

卿
記
』
天
正
十
六
年
七
月
七
日
条
に
「
少
進
母　

ス
ミ
殿
」、
天
正
十
七

年
十
二
月
六
日
条
に「
下
間
少
進
法
印
母
ス
ミ
殿
」と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
40
）	『
下
間
少
進
集
』（
三
）
一
九
六
頁
。
な
お
籠
谷
真
智
子
『
藝
能
史
の
な

か
の
本
願
寺
』
五
四
頁
に
も
、「
こ
の
義
父
子
（
筆
者
注　

光
頼
と
少
進
）

間
に
は
、
奏
者
と
い
う
重
職
も
相
伝
さ
れ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

（
41
）	『
朝
倉
始
末
記
』（
笠
原
一
男　

井
上
鋭
夫
『
蓮
如
・
一
向
一
揆
』　

所
載
）

（
42
）	

拙
報
告
『「
三
番
定
専
坊
世
系
」　

―
本
願
寺
坊
官
下
間
少
進
の
母
・
妻
・

子
息
―
』（
二
〇
一
八
年
八
月
十
日　

藝
能
史
研
究
會
八
月
例
会
）

（
43
）	『
真
宗
人
名
辞
典
』
三
三
八
頁　
『
本
願
寺
史
第
一
巻
』
五
七
一
頁

（
44
）	『
天
文
日
記
』『
私
心
記
』
へ
の
慶
寿
院
の
登
場
は
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

例
え
ば
『
私
心
記
』
天
文
二
十
三
年
八
月
十
三
日
条
で
臨
終
の
床
に
あ
っ

た
証
如
は
跡
継
ぎ
の
顕
如
に
「
何
事
も
大
方
殿
（
慶
寿
院
）
ヲ
御
跡
之

儀
ハ
憑
御
申
候
ト
披
仰
候
」
と
遺
言
す
る
記
述
が
あ
る
。

（
45
）	

身
分
の
上
の
者
が
低
位
の
者
に
盃
を
授
け
る
儀
礼
。（
片
山
伸
『
中
世
本

願
寺
の
寺
院
組
織
と
身
分
制
』
五
八
頁
）

（
46
）	

少
進
の
生
年
が
天
文
二
十
年
（
一
五
五
一
）
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら

類
推
す
る
と
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
時
点
で
叔
母
の
「
西
」
は
幼

少
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
ち
な
み
に
同
日
条
に
「
下
間
筑
後
ニ
盃
の

ま
せ
候
」
と
あ
る
。
こ
の
筑
後
は
下
間
少
進
の
祖
父
で
「
ち
ほ
」
の
父

の
下
間
筑
後
頼
清
で
あ
る
。
な
お
、『
下
間
系
図
』
に
掲
載
さ
れ
る
頼
清

の
女
子
は
三
人
い
る
が
、
い
ち
ば
ん
年
齢
が
上
で
、
し
か
も
「
慶
寿
院

殿
伺
候
」
の
注
記
が
あ
る
「
西
」
が
、
こ
の
「
ち
ほ
」
に
当
た
る
の
で

は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
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（
47
）	

頼
言
は
述
頼
（
頼
照
）
の
従
兄
に
あ
た
る
。

（
48
）	『
芸
能
史
の
な
か
の
本
願
寺
』
一
四
四
頁

（
49
）	『
天
文
日
記
』
の
筆
者
証
如
は
、春
日
大
夫
を
常
に
「
春
一
大
夫
」
と
書
く
。
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